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書
評

王
柳
蘭 

著

『
越
境
を
生
き
る
雲
南
系
ム
ス
リ
ム

―
―
北
タ
イ
に
お
け
る
共
生
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

』

（
昭
和
堂
、
二
〇
一
一
年
）

土
佐
桂
子
（
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
）

本
書
は
、
雲
南
か
ら
タ
イ
に
移
住
し
た
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
着
目

し
、
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
の
な
か
で
雲
南
系
漢
人
を
含
め
た
移
住
を

再
構
成
し
、
彼
ら
が
他
者
と
共
生
を
図
る
姿
を
描
く
力
作
で
あ
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
回
族
研
究
に
く
わ
し

く
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
評
者
で
あ
る
吉
松
久
美
子
氏
の
書
評
が
『
東

南
ア
ジ
ア
―
―
歴
史
と
文
化
』
第
四
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
に
掲
載

予
定
で
あ
る
。
タ
イ
、
移
民
、
ム
ス
リ
ム
研
究
の
い
ず
れ
に
も
明
る

く
な
い
評
者
で
は
力
不
足
の
そ
し
り
を
免
れ
え
な
い
が
、
可
能
な
範

囲
で
評
す
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
本
書
の
要
約
を
行
う
。
第
一
章
で
研
究
の
目
的
に
続
い
て
、

本
書
で
扱
う
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
に
関
わ
る
用
語
の
定
義
を
示
し
、
先

行
研
究
に
お
け
る
方
法
論
的
位
置
づ
け
を
示
す
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研

究
は
国
民
国
家
内
部
の
民
族
動
態
に
議
論
が
収
斂
し
が
ち
で
あ
り
、

ま
た
、
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
研
究
に
お
い
て
は
共
時
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
に
重
点
が
お

か
れ
、
集
団
の
生
成
へ
の
着
目
が
少
な
く
、
歴
史
的
視
点
を
含
め
越

境
を
扱
う
必
要
が
あ
る
。
タ
イ
華
人
研
究
内
で
は
、
海
路
華
人
に
対

し
て
陸
路
華
人
を
、
南
タ
イ
中
心
の
ム
ス
リ
ム
＝
移
民
研
究
に
対
し

て
北
タ
イ
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
を
扱
う
点
で
稀
少
で
あ
る
。
第
二
章

で
は
、
タ
イ
に
お
け
る
雲
南
系
華
人
集
落
の
分
布
を
示
し
、
雲
南
か

ら
の
移
住
を
三
期
に
区
分
す
る
。
第
一
波
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

〇
世
紀
前
半
の
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
の
交
易
を
中
心
と
し
た
移
動
、
第

二
波
は
一
九
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
五
〇
年
前
後
に
か
け
て
、
中
華
共

産
党
政
権
成
立
に
よ
る
不
安
や
国
民
党
軍
の
敗
走
に
従
っ
て
形
成
さ

れ
た
難
民
村
の
は
じ
ま
り
、
第
三
波
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
国
民
党

軍
の
定
着
以
後
の
動
き
で
、
ビ
ル
マ
系
反
政
府
軍
の
タ
イ
越
境
や
反

共
ゲ
リ
ラ
政
策
に
基
づ
い
た
戦
略
村
の
形
成
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ

れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
続
く
二
章
で
個
々
の
移
動
の
歴
史
を
示
す
。

第
三
章
で
は
雲
南
系
漢
人
の
越
境
経
験
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

示
し
、
第
四
章
で
は
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
を
主
に
し
て
、
チ
ェ
ン
マ
イ

市
や
メ
ー
サ
リ
ア
ン
市
に
集
住
す
る
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
五

章
で
は
タ
イ
国
家
に
よ
る
雲
南
人
の
法
的
位
置
づ
け
を
示
す
。
多
様

な
文
化
的
宗
教
的
要
素
を
捨
象
し
、
移
住
時
期
と
経
緯
に
よ
り
「
元

国
民
党
軍
系
兵
士
」「
国
民
党
軍
系
ホ
ー
避
難
民
」「
非
国
民
党
軍
系

ホ
ー
」
に
分
類
し
、
反
共
産
主
義
に
と
っ
て
の
国
益
と
い
う
観
点
か

ら
、
上
記
の
順
に
優
先
的
に
タ
イ
国
籍
を
与
え
て
い
っ
た
。
第
六
章

で
は
雲
南
系
漢
人
と
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
基
づ
き

分
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
、
と
く
に
後
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
い
か
に
使
う
か
に
焦
点
を
当
て
る
。
中
東
諸
国
か
ら
の

援
助
も
得
て
モ
ス
ク
や
学
校
建
設
を
行
い
、
結
果
的
に
宗
教
儀
礼
の

共
同
化
が
生
じ
、
そ
れ
が
マ
ッ
カ
巡
礼
や
故
郷
訪
問
の
下
地
を
作
っ

て
い
る
。
第
七
章
で
は
、
華
人
社
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
示

し
て
い
る
。「
避
難
村
」
の
住
人
な
ど
を
中
心
に
、
台
湾
と
の
つ
な

が
り
が
軍
事
支
援
か
ら
人
道
支
援
に
移
り
つ
つ
も
強
化
さ
れ
る
一
方

で
、
非
漢
人
を
中
心
に
中
国
側
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
再
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
図
ら
れ
る
。
終
章
で
結
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
の
意
義
は
数
多
く
あ
ろ
う
が
、
と
く
に
評
者
は
以
下
の
三
点

に
注
目
し
た
。
第
一
に
、
王
氏
は
あ
く
ま
で
研
究
対
象
か
ら
手
法
と

理
論
を
模
索
し
、
結
果
的
に
手
法
の
独
自
性
を
獲
得
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
人
類
学
に
お
い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
捉
え
な
お
し
が
近

年
試
み
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
以
来
、
一
か
所

に
長
期
滞
在
し
て
行
う
共
同
体
調
査
を
最
も
得
意
と
し
て
き
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
本
書
の
対
象
は
越
境
を
特
徴
と
す
る
人
々
で
あ
る
。

人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
い
え
ば
、
後
半
の
集
住
地
域
を
核
に
、

住
民
の
語
り
か
ら
移
住
史
を
再
構
成
し
、
集
住
状
況
を
描
く
と
い
う

選
択
肢
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
王
氏
は
雲
南
系
移
民
を
そ
の

出
発
点
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
踏
ま
え
た
移
動
の
再
構
成
に
成
功
し
た
。
本
来
序
論
に
書
き
そ

う
な
人
間
味
あ
ふ
れ
た
研
究
対
象
と
の
出
会
い
が
敢
え
て
二
章
で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
タ
イ
人
、
雲
南
人
、
さ
ら
に
雲
南

漢
人
の
あ
い
だ
で
、
可
視
化
し
に
く
い
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
雲

南
系
ム
ス
リ
ム
の
現
時
点
の
集
住
分
布
を
数
量
的
に
示
す
。
こ
れ

は
、
民
族
植
物
学
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
息
の
長
い
調
査
と
「
文
理
融

合
」
的
素
地
抜
き
に
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
、
優
れ
て
貴
重
な
成
果

で
あ
る
。

第
二
に
、
点
か
ら
線
へ
、
線
が
交
錯
し
て
面
を
な
す
に
い
た
る
移

住
の
記
述
の
丹
念
さ
で
あ
る
。
政
治
経
済
的
な
状
況
に
よ
る
影
響
や

個
人
的
な
い
し
家
族
内
の
事
情
、
さ
ら
に
は
ア
ヘ
ン
交
易
を
は
じ
め

と
す
る
敢
え
て
「
語
ら
れ
な
い
」
裏
の
状
況
に
も
十
分
目
配
り
し
つ

つ
、
越
境
の
経
験
が
丹
念
に
描
か
れ
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
移
住
の
背

景
に
あ
る
政
治
経
済
的
状
況
が
読
み
込
ま
れ
る
と
同
時
に
、
過
去
の

一
時
点
で
の
複
数
の
選
択
肢
、
な
い
し
個
人
目
線
に
よ
る
地
域
、
空

間
認
識
ま
で
も
浮
か
び
上
が
り
、
前
者
の
数
量
的
・
空
間
的
明
示
と

対
を
な
し
、「
移
動
」
経
験
を
ま
さ
に
生
き
た
も
の
と
し
て
提
示
し

え
た
。

第
三
に
、
著
者
は
「
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
」
を
主
な
調
査
対
象
と
し

つ
つ
、「
く
く
り
」
を
語
る
難
し
さ
に
自
覚
的
で
あ
る
。
例
え
ば
国

民
党
軍
徴
用
の
馬
幇
資
料
（
八
四
―
八
六
頁
）
に
典
型
だ
が
、
当
事

者
の
「
出
身
」
は
と
も
か
く
「
宗
教
」
が
見
え
に
く
い
。
さ
ら
に

は
、
雲
南
人
、
ム
ス
リ
ム
、
漢
人
、
国
民
党
軍
、
ホ
ー
な
ど
、「
く

く
り
」
や
そ
の
意
味
が
状
況
に
よ
り
変
化
す
る
ば
か
り
か
、
く
く
ら

れ
る
内
実
す
ら
異
な
る
な
か
で
、「
雲
南
系
ム
ス
リ
ム
」
を
追
う
こ
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と
に
も
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
ら
は
交
易
を
通
じ

て
、
あ
る
い
は
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
厳
し
い
状
況
下
で
、
名
付

け
と
名
乗
り
の
絶
え
間
な
い
相
互
プ
ロ
セ
ス
を
生
き
抜
い
た
人
々
で

あ
り
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
「
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
読
者
も
気
を
引
き
締
め
て
追
わ
ね
ば
振

り
落
と
さ
れ
る
ほ
ど
複
雑
で
入
り
組
ん
だ
記
述
の
読
後
に
は
、
ア
イ

ワ
・
オ
ン
の
よ
う
な
、
後
期
資
本
主
義
社
会
を
背
景
に
複
数
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
使
い
分
け
る
と
い
う
華
人
研
究
が
逆
に
単
調
に
感

じ
ら
れ
る
（O

ng 1999

）。
も
ち
ろ
ん
オ
ン
の
書
籍
は
現
代
に
お
け

る
共
時
現
象
を
主
に
扱
い
、
ス
タ
ン
ス
も
異
な
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

範
囲
を
超
え
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
に
つ
い
て
は
、
映
画
、

ド
ラ
マ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
公
共
圏
と
い
う
概
念
を
援
用
す

る
が
、
対
照
的
に
王
氏
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
つ
い
て
も
徹
底
し
て
実
証
主
義
を
貫
き
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

論
は
か
な
り
注
意
し
て
扱
っ
て
い
る
。

評
者
は
こ
の
禁
欲
さ
と
実
証
主
義
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
本
書
の
成
果
を
前
提
と
し
て
、
今
後
、
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
論
に
お
け
る
す
り
合
わ
せ
は
多
少
あ
っ
て
も
よ
い
と
感
じ

る
。
例
え
ば
、
交
易
者
と
し
て
の
移
動
や
そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
と
い
っ
た
職
業
的
ハ
ビ
タ
ス
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
も
伝
わ

る
。
雲
南
系
漢
人
の
田
氏
の
よ
う
に
、
商
売
上
の
店
主
「
老
板
」
の

も
と
で
交
易
に
携
わ
る
「
赶
馬
人
」
の
仕
事
を
し
つ
つ
、
ム
ス
リ
ム

の
店
主
の
人
格
に
惚
れ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
と
い
う
例
も
興

味
深
い
（
一
五
二
―
一
五
三
頁
）。
こ
う
し
た
ハ
ビ
タ
ス
が
宗
教
実

践
と
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、「
定
住
」

を
は
じ
め
、
モ
ス
ク
を
建
て
る
チ
ェ
ン
マ
イ
の
事
例
で
は
「
雲
南
系

ム
ス
リ
ム
」
が
意
識
さ
れ
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ

る
。
そ
れ
で
は
彼
ら
に
と
っ
て
「
移
動
」
や
「
交
易
」、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
と
い
っ
た
特
徴
的
営
為
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
は
定
着
後
に
い
か
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
等
、
今
後
さ
ら
な

る
議
論
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
移
動
の
際
に
個
々
人
の
周
り
に
あ
る
の
は
、
従
来
前
提
と

さ
れ
た
「
共
同
体
」
と
い
う
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
資
料
の

制
約
か
ら
考
え
て
も
個
の
語
り
を
基
に
描
く
手
法
は
適
切
だ
と
思

う
。
し
か
し
、
集
住
地
域
で
は
一
定
の
共
同
性
を
有
す
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
が
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ー
ン
・
ホ
ー
・
モ
ス

ク
の
集
住
例
で
も
同
一
民
族
・
同
一
宗
教
間
で
結
婚
相
手
を
探
す
こ

と
が
好
ま
れ
（
二
二
八
―
二
三
七
頁
）、
定
住
後
の
社
会
形
成
の
一

端
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
を
含
め
、
集
住

地
域
で
も
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
語
り
と
王
氏
の
ま
と
め
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
中
心
と
な
る
点
は
若
干
気
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で

の
人
間
関
係
、
相
反
す
る
見
解
、
な
い
し
、
王
氏
の
解
釈
に
い
た
る

プ
ロ
セ
ス
が
見
え
る
情
報
が
あ
と
一
息
加
え
ら
れ
て
も
よ
か
っ
た
か

と
は
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
本
書
に
導
か
れ
さ
ら
な
る
興
味
と

し
て
出
る
、
い
わ
ば
読
者
の
期
待
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
デ
ィ
シ
プ
リ

ン
内
で
ど
う
し
て
も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
に
く
い
研
究
対
象
と
い
う
も
の

は
存
在
す
る
。
王
氏
が
そ
こ
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
見
事
に
学
際

的
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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